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日本の神話伝説と中国雲南省納西族の
神話伝説の諸問題をめぐって
JAPANESE MYTHS AND THOSE OF 
N AXIZU IN YUNNAN 
彰飛＊
In China there are no classical books of systematic mythology 
like Kojiki, Nihonshoki, Fudoki in Japan. Very often Chinese 
myths are taken into history and society. But in some minorities 
in China quite a few of the myths in their original styles are stil 
seen, and they offer important materials for comparative studies 
of China and Japan. 
Today I would like to try a comparison between those 
minorities' myths, mostly the Naxizu’， and those of Japan. My 
themes will be (l) their common motifs in myths (2) myths seen 
in the pictograph of the Naxizu and Japanese mythology in 
Kojiki, Nihonshoki. 
The pictograph of the Naxizu excited the scholars of letters and 
literature over the world not only because it is the most pictorial 





using it, and because the documents written in the pictograph are 
greatly important in their contents -myths and songs. 
We can see in the pictograph and its myths the ancient people’s 
view of the world, their mythical thinking and imagination. Today 
I'd like to focus mainly on the egg and the germ of the reed in 
the “myths of oviparity，”“floating bridge in heaven，，“the moon 
and the frog，” and “the divine marriage." Also I'd like to take 
up“Amαnoiwαto-gomori (the Hide in the Gate of the Celestial 
Rock Cave) and the cock" to look at folk events and legends of 
the magic power of the cock; the relation betweenカミ（theupper 
world) and神（God);the theme of heaven and earth, men and 
gods. 
Finaly I will speak about significance and problems of compara-














































































































① f中国各民族宗教と神話大辞典』「中国各民族宗教と神話大辞典」編審委員会編 学苑出版社 一
九九O年











































































































































天橋も 長くもがも 高山も 高山もがも 月読の持てる変若水い取
り来て君に奉りて 変若しめむはも
一一一巻十三、三二四五
納西の神話伝説には「天梯jというのがある。『昂姑昧Jでは天梯を通して
天宮に入って火と食べ物を探しに行ったという。
「天梯jの他には、次のようなものがある（「天梯」の類と見なしでもよい）口
「竹の子を通して天降」型
「神山を通して天降」型（日本にもある。天降り山）
「神樹を通して天降」型（日本にもある。高木神）
「柱を通して天降」型（日本にもある口）
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「祭壇を通して天降」型
天と地はつながっている。通路があるため、歩いて降りられる。例えば、丁
巴什羅が十八層の天から降りるコースは、次のようである。
天界→太陽界→月界→星宿界→雲界→虹界→鬼界→山の頂き→山の真ん中→
山の麓
日本と納西の例で分かるように、この世とあの世、天と地には通路があって、
つながっている。天浮橋や天梯のような「通路」があることは共通している。
筆者はこれを「天地通路モティーフ」と呼んでいる。
注
①伊藤清次 『日本神話と中国神話j学生社
②君島久子 『天女の末商J「民間説話の研究」所収 同明舎
第5 死体化生
私は「化生形」の神話を、「死体化生形」と「部分器官化生形」の二つに分
類する。左目を洗うと、アマテラス大御神（日神）、右の目を洗うと、ツクヨ
ミノミコト（月神）、といった話があるが、これは漢籍（左目→太陽、右目→
月）によるものだと見られ、「部分器官化生形」に属し、中国の漢民族、及び
他の民族にはよ く見られる①。
『古事記』のオオゲツヒメ殺し、 『日本書紀Jのウケモチノカミ殺しによる
穀物などの誕生の話がある。これは「死体化生形」に属する。
納西族の神話伝説には「死体から穀物ができる」という話はない。しかし、
昔の風習に農業の豊作を祈る「いけにえ」がある。人や獣を殺して畑に埋め、
農作物の豊作を祈る儀礼である。日本にも「田植え」と「女性の死jの伝説が
ある②。 勿論、納西族のみならず、 雲南の他の民族にも見られた。雲南博物館
に展示された青銅器の中に「いけにえ」の場面のものがある。
納西の神話伝説の「化生形」は次の通りである。
(1) 蛙が死ぬ直前に、五回叫んだ。そののち、その死体から、木、火、土、
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鉄、水の「五行」が出現した。 『白煽幅取経記J
(2）虎の死体から天、地、日、月、木、石、山、水への変化。『虎の由来J
(3）粍午の死体の血、肺、肝などは太陽、月、山、水、木、石及び万物への
変化。『創世記』
(4) 鹿の骨→石、鹿の血→水、鹿の肉→土。『東日恩古模J
(5) 「死んで樹に化する」という伝説がある。
以上の例で分かるように動物から何かが誕生する例が多い。穀物の誕生はな
いが、イザナミの母体から土、金属、水などの神が誕生の例がある。同じく
「死体化生形」に属し、筆者は「死体再生モティーフ」と呼ぶ。
穀物は天から持ち降りた伝説は日本と納西には両方ある。
日本にはホホデミの租父ホノニニギは高天原から稲を携え、高千穂－高い千々
の稲穂の上に天降（あも）りした稲穂の神、穀霊であった③。
納西の《祭天》には、次の例がある④。
～是勤労智慧的母魯古谷日米、人人天上帯下来五谷的粋子、人間オ有了智慧的財
??
i主
①少し例を挙げると、
。漢民族の盤古化生。
『梓史』巻－51r五引歴年紀j. 
首生盆古、垂死化身、集成風雲、声成雷窪、左眼為日、右眼為月、四肢五体為四極五岳、血液為
江河、筋脈為地里（理）、肌肉為田土、髪髭為星辰、皮毛為草木、歯骨為金石、精髄為珠玉、汗
流為雨沢、身之諸虫、因風所感、化為繋明。
『述異記J（巻上） ：
昔盤古氏之死、頭為四岳、目為日月、脂膏為江河、毛発為草木。秦漢間伝説：盤古氏頭為東岳、
腹為中岳。左腎為南岳、右腎為北岳、足為西岳。先儒説：盤古氏泣為江河、気為風、声為雷、目
瞳為電。
。イ族の 『梅葛』
虎が死んで、左眼→太陽、右眼→月亮、虎牙→星星 ～ 虎皮→地皮、硬い毛→樹林、柔かい毛
→草。
。ハニ族の 『奥色密色』
目→日月、歯→星。
0布朗族の『顧米亜j
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牛の両眼→星辰、血→水
。ヤオ族の f伏義兄妹歌J
大崎原是盤古骨、小崎原是盤古身、両眼変化成日月、牙歯分成作金銀。毛髪変化為草木、尚有鳥
獣出山林、気化成風汗成雨、血成江河万年春。
0白族の打歌 『創世記J
盤古、盤生から化身された木十偉神巨人、 左眼→太陽、右眼→月亮
。チベット族の 『万物起源』
（神巨人十｛巴が牛を殺した）牛の頭、眼、腸、毛、蹄、心臓→目、月、星、江河、湖川、山岳、
森林への変化。
②山本節 I神話の森JPl59、P503大修館書店 一九八九年
③山本節前掲書
④陳烈 I雲南モソ族人民間文学集成』中国民間文芸出版社 一九九O年
おわりに
日本の 『古事記J『日本書紀J『風土記Jのような、体系的な神話伝説を記し
た古典は中国の漢民族にはほとんどない。原始的な神話を歴史化、宗教化、人
格化、社会化することは中国の神話伝説に顕著に見られる傾向である。しかし、
中国の少数民族の住む地域では原始的な神話伝説がかなり残っているので、日
中神話の比較研究には貴重な資料となろう D
納西族の神話伝説に比較すると、日本の方がはるかに具体化、歴史化されて
いるようである。納西族の神話伝説は、 『記紀Jのような王権神話がなく、よ
り原始的、素朴的である。
最後に強調したいのは日本文化とインド ・チベッ ト文化との関係を更に研究
すべきことである。納西族の居住地はインド、チベット、また白族などの他の
少数民族、及び漢族に固まれている地域である。納西族は他の地域への文化伝
播と他の地域の文化を吸収し、そのまま残したものがある。
最近、西南シルク ロードの研究が盛んになってきた。この「萄身毒道」とも
呼ばれる道は西漢から始まり、シルクロードよりも歴史が長い。四川省から二
コースで雲南に入り、それから大理、永平、徳宏からミャンマ一、インド、ヨー
ロッパへと東南アジアとの文化 ・貿易交流の主要な道であった。納西族の地域
もこの「古代の道jの一部分を担っていた。
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以上、納西族の地理的位置の重要性を強調した。東巴経典のほとんどはまだ
翻訳中なので、完訳されれば、より多くの比較研究の対象が発見されるだろう。
今後、私は本格的な比較研究に取り組もうと思っている。
討議要旨
座長よりナシ族の固有の宗教に関する質問があり、発表者は「ナシ族固有の宗教はト
ンパ （東巴）教という原始宗教でインド、チベットの原始宗教、特にチベットのボン教
の影響をかなり受けている。象形文字はトンパ教の教えを記載する宗教文字であるが、
この文字の研究は大変遅れている。この文字の起源に関して、その通説となっているの
は千二百年という説だが、もっと新しい、もっと古いという説もある。トンパ教典のもっ
とも古い写本は、今日迄は伝えられなかった。これが研究上の大きな問題となっている。
また、ナシ族は火葬のため、埋葬品として古い物が残っていない。文字は千三百ある。J
と答えられた。
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